
関
西
方
言
に
お
け
る
「
ト
ル
」
・
「
ョ
ル」
の
用
法

 

ア
ス
ペ
ク
ト
以
外
の
表
現
を
中心
に
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足
 

立
 

雅
 

代

 

一
 
は
じ

め
に

 

二
〇
〇
〇
年
七
月
、
大
阪
を
中
心
と
し
て
、
雪
印
乳
製
品
に
よ

る
大
規
模
な
食
中
毒
事
件
が
発
生
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
雪
印
の

製
品
管
理
体
制
の
杜
撰
さ
に
対
し
て
、
磯
村
隆
文
大
阪
市
長

（
一

九
三
〇
年
生
・
大
阪
市
出
身
）
は
同
年
七
月
四
日
の
定
例
記
者
会
見

に
お
い
て
、
 

雪
印
は
、
…
（
中
略
）
…
中
身
が
た
る
ん
で
る
の
と
ち
が
う
か
、
 

（
「
ニ
ュー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
七
月
五
日
放
送

・
傍
線
部
筆
者
）
 

と
、
関
西
方
一一
的の
イ
ン
ト
ネ
ー
ン
ョ
ン
で
発
言
し
た
o

し
か
し
、
 

こ
の
発
言
を
記
事
に
し
た
新
聞
の
見
出
し

で
は
、
次
の
よ
う
に
、
 

市
長
「
雪
印
た
る
ん
ど
る
」
 

9
朝
日
新
聞
」
七
月
四
日
タ
刊
大
阪
本
社
三
版
）
 
 

と
、
「
テ
ル
」
が

「
ト
ル
」
 に
書
き
換
え
ら
れ

て
い
加
o

つ
ま
り
、
 

こ
の
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
ア
ス
ペ
ク
ト
以
外
の
表
現
機
能
を

「
ト

ル
」
が
担
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
如

 

ア
ス
ペ
ク
ト
の
研
究
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
、
膨
大
な

量
の
考
察
が
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
特
に
、
近
年
の
代
表
的
な
も

の
と
し
て
は
、
古
代
語

の
検
討
に
よ
る
鈴
木

（
一
九
九
九
）や
、
 

方
言
も
視
野
に
入
れ
た
現
代
語
を
総
合
的
に
考
察
し
た
工
藤
（

一

九
九
五
）
や
、
歴
史
的
な
視
点
も
取
り
入
れ
て
そ
の
成
立
を
論
じ

た
金
水
（

一
九
九五
・
一
九
九
九
）等
が
あ
る
。
又
、
方
』
1
ロ
の
ア
ス

ペ
ク
ト
を
調
査
分
析
し
た
工
藤
（
二
〇
〇
O
）
や
、
特
に
、
上
方

語
の
そ
れ
を
中
心
に
据
え
た
金
沢

（
一
九九
九
）
等
が
あ
る
。
 

中
で
も
、
井
上
（

一
九
九
八
）
で
は
、
関
西
中
央
部
に
お
け
る
 

「
オ
ル」
・
「
ー
トル
」
 の
軽
卑
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
、
詳
細
に
論
 



じ
ら
れ
て
い
る
。
 

例
え
ば
、
関
西
中
央
部
で
は
、
 

犬
、
鳴
い
テ
ル
。
 

犬
、
鳴
い
ト
ル
。
 

と
い
う
よ
う
な
表
現
が
あ
る
場
合
、
「
テ
ル
」
が
待
遇
的
に
中
立

な
ア
ス
ペ
ク
ト
、
「
ト
ル
」
 は
ア
ス
ペ
ク
ト
表
現

の
進
行
態
・
結

果
態
を
表
し

つ
つ
、
心
情
的
で
ぞ
ん
ざ
い
な
言
い
方
に
な
る
ク
軽

卑
的
ア
ス
ペ
ク
ト
表
現
形
式
ク
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
又
、
 

メ
シ
 
ク
イ
ョ
ル
。
 

の
よ
う
な
「
ョ
ル
」
を
、
ガ卑
語
4
と
も
定
義
さ
れ
て
い
る
。
 

更
に
、
こ
の
「
ョ
ル
」
に
関
し
て
は
、
他
の
例
よ
り
も
、
待
遇

的
側
面
が
際
立
っ
て
い
る
と
い
う
岸
江
（
一
九
九
〇
）
の
指
摘
も

あ
る
。
 

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
待
遇
表
現

の
使
い
分
け
は
、
「
テ
ル
」
が

フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
で

の
使
用
形
、
「
ト
ル
」
・
「
ョ
ル」
が
イ
ン

フ

ォ
ー
マ
ル
な
場
で
の
使
用
形
と
い
っ
た
使
い
分
け
と
は
、
レ
ベ
ル

の
違
う
問
題
で
あ
る
と
井
上
（
一
九九
八
）
で
は
述べ
ら
れ
て
い
る
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
待
遇
表
現
と
フ
ォ
ー
マ
ル

・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
と
の
問
題
を
、
厳
密
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
は
、
実
際
の
言
語

運
用
で
は
、
か
な
り
困
難
な
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。
例
え
ば
、
先
に
挙
げ
た
新
聞
記
事
の
実
際
の
見
出
し
は
、
 
 

市
長
「
雪
印
た
る
ん
ど
る
」
 

知
事
「
責
任
自
覚
足
り
ぬ
」
 

と
い
う
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
仮
に
、
全
国
初
の
女
性
知
事
で
あ

る
太
田
房
江
大
阪
府
知
事
（

一
九
五
一
年
生
・
広
島
県
呉
市
出
身
）
 

が
、
磯
村
市
長
と
同
様
の
発
言
を
行
っ
た
と
し
て
、
果
た
し
て
、
 

見
出
し
が

「
た
る
ん
ど
る
」
と
な
る
可
能
性
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
又
、
磯
村
市
長
の
発
言
自
体
も
、
定
例
記
者
会
見
の
場
で

の
も
の
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
当
然
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
で
の
も
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
新
聞
の
見
出
し
は
、
実
際
の
発
言
と
異
な
る

に
も
拘
わ
ら
ず
「
ト

ル
」
を
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

本
稿
で
は
、
こ
の
関
西
方
言
に
お
け
る
「
ト
ル
」
・
「
ョ
ル」
 の

ア
ス
ペ
ク
ト
以
外
の
表
現
に
つ
い
て
、
関
西
ロ
ー
カ
ル
の
T
V
番

組
中
で
の
関
西
タ
レ
ン
ト
の
発
mlロ
や
、
京
都
市
内
に
所
在
す
る
大

谷
大
学
短
期
大
学
部
の
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
か
ら
、
そ
の
具
体

的
用
法
の
考
察
を
行
い
た
い
と
思
う
。
 

ニ
 
関
西
ロ
ー
カ
ル
の
T
v
番
組
に
お
け
る

関
西
タ
レ
ン
ト
の
発
言
例

 

フ
ォ
ー
マ
ル

・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
る
と
、
 

T
V
番
組
は
、

フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
関
西
ロ
ー
カ
ル
の
T
V
番
組
で
は
、
た
と
え
、
司
 
271 



を
ま
と
め
た
も

の
が
、
次
に
示
す
（
表
1
）
で

あ
る
。
 

（表
1
)
 

浜 
田 
雅 
功 

松 
本 
人 
志 

島 
田 
紳 
助 

桂 
南 
光 

や 
し 
き 
た 
か 
じ 
ん 

桂 
ざ 

ば 
氏 

名 

107 125 82 116 159 59 

I 

プ 
1レ 
~ 

9 12 7 11 62 23 

コ 

ト 
Jレ 
l-

 

0 3 6 2 4 16 

I 

ョ 
Jレ 
I 

会

の
局
の
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
で
あ
ろ
う
と
、

関
西
の
視

聴
者
を

対
象
 

三

・
桂
南
光

（
一
九五
一
年
生
・
大
阪
府
千
早
赤
阪
村
出
身
）
 

と
し
た
地
域
密
着
型
の
情
報
番
組

等
で
は
、
 

四
・
島
田
紳
助
（
一
九
五
」ハ
年
生
・京
都
市
出
身
）
 

上
手
い
や
ん
か
、
あ
ん
た
。
 

五
・
松
本
人
志
（
一
九
六
三
年
生
・
兵
庫
県
尼
崎
市
出
身
）
 

④
 

そ
れ
が
で
け
へ
ん
ね
ん
。
 

六
・
浜
田

雅
功
（
一
九

六
三
年
生
・
兵

庫
県
尼
崎
市
出
身
）
 

9
ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ
い
」
二
〇
〇
〇
年
九
月
四
日
放
送
に
お
け
る
 

《
女
性
》
 

毎
日
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
角
淳

一
 （
以
下敬
称
略
）
の
発
言
）
 

七
・

ハ
イ
ヒ
ー
ル

・
リ
ン
ゴ

（
一
九
六
一
年生

・
大
阪
府
枚
方

 

と
、
関
西
方
言
が

使
用
さ
れ

る
こ
と
が
非
常
に
多
い
。

つ
ま
り
、
 

市
出
身
）
 

フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
で
は
、

共
通
語
を
使
用
す
る
と
い
う
立
場
で

考
 

八

・
ハ
イ
ヒ
ー
ル

・
モ
モ
コ
（
一
九
六
四
年
生
・
大
阪
市
出
身
）
 

え
る
な
ら
ば
、

関
西
ロ
ー
カ
ル

の
T
V
番
組
は
、

言
語
の
運
用
に

 

関
し

て
、
フ
ォ
ー
マ
ル

・
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ル

の
境
界
が
暖
昧

で
あ
 

以
上

の
タ
レ

ン
ト
の
「
テ
ル
」
・
「
トル
」
・
「
ョル
」
 の
使
用
例
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る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。
 

そ
こ
で
、

井
上

（
一
九
九
八
）
にお
い
て
、

軽
卑

的
ア

ス
ベ
ク

ト
表
現
形

式
「
ト

ル
」
・
卑
語
形
式
「
ョ
ル

」
が
使
用
さ
れ

て
い

る
と

い
う
関
西
中
心
部
出
身

の
関
西
タ
レ

ン
ト
の
関
西
ロ
ー
カ
ル

の
T
V
番
組
に

お
け
る
「
テ
ル
」
・
「
トル
」
・
「
ョ
ル」
 の
発
言
例

を
調
査
し

た
。
調
査
し

た
タ
レ
ン
ト

は
、
以
下

の
通
り
で
あ
る
。
 

又
、
調
査
し

た
番
組
は
本
稿
末
に

示
し
た
。
 

《
男
性
》
 

一
・
桂
ざ

こ
ば

（
一
九
四七
年
生
・
大
阪
市
出
身
）
 

一
一
・
や
しき
た
か
じ

ん

（
一
九
四
九
年
生
・
大
阪市
出
身
）
 



2 

0 

79 

ハ
イ
ヒ
ー
ル
・
リ
ン
ゴ
 

0 

2 

41 

ハ
イ
ヒ
ー
ル
・
モ
モ
コ
 

名 

氏 

平
叙
文

 

疑
問
文

 

0 

感
動
文

 

3 

桂
ざ
こ
ば
 

41 

2 

19 

や
し
き
た
か
じ
ん
 

20 

0 

7 

4 

桂
南
光
 

ノ、 
イ 
ヒ 
1 
ル 

モ 
モ 
ニ1 

ノ、 
イ 
ヒ 
1 
Jレ

 

リ 
ン 
ゴ 

浜 
田 
雅 
功 

松 
本 
人 
dr ‘巳、 

島 
田 
紳 
助 

桂 
南 
光 

や 
し 
き 
た 
か 
じ 
ん 

桂 
ざ 

ば 
氏 

名 

40 72 83 90 75 1的 141 58 
平 
叙 
文 

1 5 24 30 3 7 11 1 
疑 
問 
文 

0 2 0 5 4 0 7 0 
感 
動 
文 

「
トル
」
 の
例
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例
に
分
類
し

た
も
の
が
、

次
に
示
す
（
表
2
）

で
あ
る
。
 

（表
2
〕
 

「
テ
ル
」
 
の
例

 

（表
1
）
か

ら
は
、

「
テ
ル
」
 の
使
用
例
が
、

「
ト
ル
」
・
「
ョ

ル
」
 の
使
用
例
よ
り

も
、
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 

こ
れ
は
、

T
V番
組
が
、

基
本
的
に
は
、

フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
で
あ

る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
そ
の

一
方
で
、
た
と
え
、
女
性
で

も
、
 

「
ョ
ル
」
を
使
用
す

る
こ
と
は
無
い
も
の
の
、

「
ト
ル
」
は
使
用

す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
 

そ
こ
で
、
次
に
、

「
テ
ル
」
・
「
トル
」
・
「
ョ
ル」
 の
使
用
例

の

具
体
的
な
用
法
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。
先
の
例
に
関
し

て
、
 

す
ば
ら
し
い
人
や
と
思
っ
て
る
の
に
、
 

桂
南
光
⑨

 

一
ぱ
い
い
て
る
と
思
い
ま
し
た
。
 

島
田
紳
助

m
 

等

の
よ
う
な
平
叙
文

の
例
と
、
 

普
通
に
歩
い
て
る
ん
で
す
か
？
 

浜
田
雅
功
⑥

 

コ
マ
ネ
チ
、
知
っ
て
る
？
 

桂
南
光

m
 

等
の
よ
う
な
疑

問
文

の
例
と
、
 

話
、
飛
ん
ど
る
や
な
い
け
ー
 

桂
ざ
こ
ば
⑨

 

二
口
で
飲
み
よ
る
ね
ん
ー
 

や
し
き
た
か
じ
ん

m
 

等
の
よ

う
に
軽
卑
等
の
感
情
を

そ
の
ま
ま
表
現
し

た
感
動
文
と
の

 



ノ、 

イ 
ヒ 
1 

Jレ

 

モ 
モ 
二1 

ノ、 

イ 
ヒ 
1 

Jレ

 

リ 
ン 
ゴ 

浜 
田 
雅 
功 

松 
本 
人 
士 
心」、 

島 
田 
紳 
助 

0 0 U U 2 

0 0 0 0 0 

2 2 9 12 5 

「
ョ
ル
」
 の
例

 

ノ、 

イ 
ヒ 
1 

Jレ

 

モ 
モ 
コ 

ノ、 

イ 
ヒ 
1 
ル 

リ 
ン 
ゴ 

浜 
田 
雅 
功 

松 
本 
人 
士 

‘い

 

島 
田 
紳 
助 

桂 
南 
光 

や 
し 
き 
た 
か 
じ 
ん 

桂 
ざ 

ば 
氏 

名 

0 0 0 0 0 0 0 0 
平 
叙 
文 

0 0 0 0 0 0 0 0 
疑 
問 
文 

0 0 0 3 6 2 4 16 
感 
動 
文 

（
表
2
）
か
ら
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
。
 

一
・
「
テ
ル」
は
、
平
叙
文
・
疑
問
文

・
感
動
文

の
全
て
に
使
用

 

さ
れ
る
が
、
特
に
、
平
叙
文
に
使
用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
 

一
一
・
「
トル」
は
、
「
テ
ル
」
 に
比
べ
て
、
感
動
文
で
使
用
さ
れ

 

る
場
合
が
多
い
。
 

三
・
疑
問
文
に
は
、
「
テ
ル
」
が
基
本
的
に
使
用
さ
れ
る
。
又
、
 

「
ト
ル
」
の
疑
問
文
で
使
用
さ
れ
て
い
る
二
例
に

つ
い
て

は
、
次
の

 

営
業
行
っ
と
る
の
？
 

や
し
き
た
か
じ
ん
m
 

親
戚
、
見
と
る
か
い
？
 

や
し
き
た
か
じ
ん
m
 

の
よ
う
に
、
目
下
の
人
間
に
対
す
る
使
用
例
で
あ
る
。
 

四
・
「
ョ
ル」
は
感
動
文
に
使
用
さ
れ
る
。
 

特
に
、
「
ト
ル
」
 に
関
し
て
は
、
先
の
三
の
指
摘
と
も
関
係
し

て
く
る
が
、
次
の
例
の
よ
う
に
、
 

リ
ン
ゴ
ち
ゃ
ん
や
っ
た
ら
、
絶
対
、
買
う
と
る
わ
。
 

桂
南
光
⑨

と
、
平
叙
文
の
場
合
で
も
、
目
下
の
人
間
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が

非
常
に
多
い
の
で
あ
る
。
 

更
に
、
「
ト
ル
」
が
、
感
動
文
で
使
用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
と

い
う
こ
と
は
、
例
え
ば
、
雪
印
の
管
理
の
杜
撰
さ
に
対
す
る
怒
り

に
つ
い
て
の
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
テ
ー
マ
を
画
面
の
右
下
に
示
す
テ

ロ
ッ
プ
で
、
 

m
 



雪
印
乳
業
ど
う
な
っ
と
ん
ね
ん
 

（
「痛
快
ー
ェ
プ
リ
デ
ィ
」
 二
〇
〇
〇
年
七
月
一
〇
日
放
送
）
 

と

い
う
例
が

あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か

る
。
 

又
、

フ
リ
ー
ト

ー
ク
の
発
言
内
容
を

画
面
の
下
に

示
す

テ
ロ
ッ

プ

の
場
合
で
も
、
次

の
よ
う
に
、
 

何
し
と
ん
ね
ん
 
お
前
コ
ラ
十
 

松
本
人
志
⑧

と
、
文
末
に
怒

り
を
表

す

「非
」
記

号
が
記

さ
れ

る
様
な

発
言

で
、
「
ト
ル
」
が
使
用
さ
れ

て
い
る
。
 

こ
の
テ
ロ
ッ
。フ
に
関
し

て
は
、
特
に
、

関
西

ロ
ー
カ
ル
の
T
V
 

番
組
で

は
、
興
味
深
い
傾
向
が

あ
る
。
足
立

（二
〇
〇
O
）
で
も

触
れ
た
よ
う
な
共

通
語
を
話
そ
う
と
す
る
場
合
に
使
用
さ
れ

る
丁

寧
体
の

文
末

の
時
に
は
、
文
末
に

何
の
記
号
も
記

さ
ず
に
、

平
叙

文
で
あ

る
こ
と
が
表
さ
れ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
文
中

で
は
、
 

次

の
よ
う
に
、

「
テ
ル
」
が
使
用
さ
れ

て
い
る
の
で

あ
る
。
 

落
ち
て
る
も
ん
は
い
て
き
て
る
ん
で
す
よ
 

（
「快
傑
え
み
ち
ゃ
ん
ね
る
」
二
〇
〇
〇
年
七
月

 

二
四
日
放
送
に
お
け
る
上
沼
恵
美
舶
の
発
言
）
 

こ
れ
と
同
様
に
、

疑
問
文

の
場
合

に
は
、
文
末
に
「
？

」
の
記

号
が
記
さ
れ
、
疑
問
文
で

あ
る
こ
と
を
表
し
、

文
中
で
は
、

や
は

り
、
「
テ
ル
」
が
使
用
さ
れ

て
い
る
。
 

（
「
同
」
 
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
〇
日
放
送
）
 

こ
れ
に
対
し

て
、
感
動
文

の
場
合
に
は
、

文
末
に

「
ー
」
 の
記

号
が
記
さ
れ
、
感
動
文
で

あ
る
こ
と
を
表
し
、

文
中

で
は
、

「
ト

ル
」
が
使
用
さ
れ

て
い
る
の
で
あ

る
。
 

ナ
ニ
ぬ
か
し
と
ん
ね
ん
H】
 

令
同
」
 二
〇
〇
〇
年
七
月
三

一
日
放
送
）
 

勿
論
、
全
て

の
例
が
当
て
は
ま

る
わ
け
で
は

な

い
が
、
テ
ロ
ッ

プ
を
示
す
際
に

は
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
が

あ
る
こ
と
は
事
実
で

あ

る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
先
の
（
表

2
）
で
分
析
し
た
結
果
と
も

矛
盾
し

な
い
の
で
あ
る
。
 

又
、
 
一
つ
の
発
言
の
中
で
、

「
テ
ル
」
と

「
ト
ル
」
 が
、
続
け

て
使
用
さ
れ

る
例
も
あ
る
。
次
に
示
す
例
は
、

話
を
し

て
い
る
う

ち
に
感
情
が

高
ぶ
っ

て
、
「
テ
ル
」
が

「
ト
ル
」
 に
変
化
し

た
も

の
で
あ
る
。
 

待
っ
て
て
下
さ
い
ね
。
持
っ
と
い
て
下
さ
い
ね
。 

松
本
人
志
m
 

ホ
ル
モ
ン
打
っ
て
る
、
ホ
ル
モ
ン
打
っ
と
ん
ね
ん
。 

島
田
紳
助
②

 

コ
ン
ク
リ
な
っ
て
る
し
、
暖
房
た
い
と
る
わ
。

桂
ざ
こ
ば
⑨

 

そ
し
て
、
こ
れ
は
、
男
性
に
限
ら
ず
女
性

の
場
合
で

も
、
同
様

の
例
が
見
ら
れ

る
。
 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
こ
ん
な
ん
し
て
る
写
真
と
か
、
お
ば
ち
ゃ
ん
が
こ

 

一
日
こ
ん
な
顔
し
て
ん
の
ん
？
‘
 

 

ん
な
ん
し
と
っ
て
、
 

 

 

 

ハ
イ
ヒ
ー
ル
・
リ
ン
ゴ
 
④
 

 

275 



何
を
言
う
て
ん
の
。
何
を
言
う
と
ん
の
。
 

9
快
傑
え
み
ち
ゃ
ん
ね
る
」
二
〇
〇
〇
年
七月

一
〇
日
放
送
に
お
け
る
上
沼
恵
美
子
の
発
言
）
 

こ
の
反
対
に
、
感
情

e
高
ぶ
り
が
収
ま
る
に
従
っ
て
、
「
ト
ル
」
 

か
ら

「
テ
ル」
 に
変
化
す
る
例
も
あ
る
。
 

椿
本
チ
ェ
ー
ン
で
作
っ
と
ん
ね
ん
。
椿
本
チ
ェ
ー
ン
で
作
っ
て
ん
ね

 

ん
。
 

島
田
紳
助
m
 

こ
い
つ
、オ
レ
に
お
び
え
と
る
な
。完
全
に
、オ
レ
に
お
び
え
て
る
な
。
 

（
「
探偵
ー
 
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
プ」
二
〇
〇
〇
年

七
月
七
日
放
送
に
お
け
る
北
野
如
の
発
m
l
ロ）
 

更
に
、
「
ョ
ル
」
か
ら

「
ト
ル
」
 に
変
化
す
る
例
さ
え
も
存
在

す
る
の
で
あ
る
。
 

「
どう
ぞ
」
っ
て
言
い
よ
んね
ん
。
「
どう
ぞ
」
っ
て
言
う
と
ん
ね
ん
。
 

桂
ざ
こ
ば
④

筆
者
が
調
査
し
た

T
V番
組
は
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
中
の
延
べ

約
二
八
時
間
で
あ
る
が
、
そ
の
時
間
内
で
、
こ
の
よ
う
な
例
を
八

例
見

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
決
し
て
、
少

な
い
割
合
で
は
な
い
し
、
珍
し

い
例
で
あ
る
と
も
言
え
な
い
で
あ

ろ
う
。

つ
ま
り
、
基
本
的
に
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
で
あ
る

T
V
 

番
組
で
も
、
感
情
が
高
ぶ
っ
て
く
る
と
、
そ
ち
ら
の
表
現
を
表
す
 

「
ト
ル
」
や

「
ョ
ル」
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
あ
る
。
 

以
上
、
関
西
ロ
ー
カ
ル
の

T
V番
組
に
お
け
る
関
西
タ
レ
ン
ト

の
発
言
例
を
調
査
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
関
西
ロ
ー
カ
ル

の

T
V番
組
で
は
、
「
テ
ル
」
・
「
ト
ル
」
・
「
ョ
ル」
 の
使
い
分
け

に
関
し

て
、
待
遇
表
現
の
使
い
分
け

と
フ
ォ
ー
マ
ル

・
イ
ン

フ

ォ
ー
マ
ル
の
場
の
使
い
分
け
と
の
境
界
線
が
暖
味
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
感
情
が
高
ぶ
っ
て
く
る
と
、
た
と
え
、
基

本
的
に
は
フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
と
さ
れ
る

T
V番
組
で
も
、
軽
卑
等

の
感
情
を
表
す
待
遇
表
現
の
方
が
優
先
さ
れ
る
場
合
が
多
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
 

三
 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
 

「
テ
ル
」
・
「
ト
ル
」
・
「ョ
ル
」
 の
使
用
に
関
し
て
、
京
都
市
に

所
在
す
る
大
谷
大
学
短
期
大
学
部
に
お
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
の
は
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
1
1
1
 

〇
日
の
第
三
講
時
目
の
「
言
語
学
」
 の
講
義
中
で
あ
る
。
又
、
ア

ン
ケ
ー
ト
の
形
式
は
、
質
問
紙
に
よ
る
回
答
で
あ
る
。
調
査
し
た

の
は
、
文
化
学
科
二
回
生

一
〇
六
名
（
男
性
三
三
名
・
女
性
七
11
1
 

名
）
で
、
そ
の
中
で
、
関
西
方

m
l
ロ話
者
九
四
名
（
男
性
三
一
名
・
女

性
六
「
石
）
、非
関
西
方
』
1
ロ
話
者
は

一
二
名
（
男
性
二
名
・
女
性
一
〇

名
）
で
あ
り
、
共
通
語
話
者
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
 

初
め
に
、
「雨
が
降
っ
て
い
る
。」
を
普
段

e
号
1ロ葉
づ
か

い
に
直
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し
て
下
さ
い
、
と
い
う
質
問
を
行
っ
た
。
 

ま
ず
、
関
西
方
言
話
者
男
性
三
一
名
の
中
で
、

「
テ
ル
」
と
回

答
し
た
者
は
二
七
名
、
「
ト
ル
」
と
回
答
し

た
者
は
四
名
、
「
ョ

ル
」
 と
回
答
し

た
者
は
〇
名
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
、
こ
の
 
「
ト

ル
」
と
回
答
し
た
四
名
は
、
総
て
、
京
都
市
の
出
身
者
で
あ
っ
た
。
 

又
、
関
西
方
言
話
者
女
性
六
三
名
の
中
で
、

「
テ
ル
」
と
回
答
し

た
者
は
六
一
名
、
「
ト
ル
」
と
回
答
し
た
者
は

一
名
、
「
ョ
ル」
と

回
答
し
た
者
は

一
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
 
「
ト
ル
」
と
回
答
し
た
者

は
、
兵
庫
県
神
戸
市
出
身
、

「
ョ
ル
」
と
回
答
し
た
者
は
、
小
学

校
二
年
ま
で
広
島
市
に
在
住
し
て
い
た
者
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
 

関
西
方
言
話
者
の
若
年
層
で
は
、

一
部
の
京
都
市
出
身
の
男
性
を

除
い
て
、
普
段
は
、
「
テ
ル」
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
 

一
方
、
非
関
西
方
m
lロ話
者男
性
二
名
は
、
二
名
と
も
「
テ
ル
」
 

を
使
用
す
る
と
回
答
し
た
。
又
、
非
関
西
方
言
話
者
女
性
一
〇
名

の
中
で
、
「
テ
ル
」
と
回
答
し
た
者
は
五
名
、
「
ト
ル
」
と
回
答
し

た
者
は
四
名
、
「
ョ
ル
」
と
回
答
し
た
者
は

一
名
で
あ
っ
た
。
こ

の
「
ト
ル
」
と
回
答
し
た
者
は
、
広
島
市
出
身
、
島
根
県
松
江
市

出
身
、
鳥
取
県
米
子
市
出
身
、
福
岡
市
出
身
で
あ
っ
た
。
更
に
、
 

「
ョ
ル
」
と
回
答
し

た
者
は
、
広
島
市
出
身

で
あ
っ
た
。
「
雨
が

降
っ
て
い
る
。」
を
ど

の
よ
う
な
状
態
に
解
釈
す
る
の
か
に
よ
っ

て
差
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
、
従
来
、
指
摘
さ
れ
て
き
た
西
部
  

方
言
の
ア
ス
ペ
ク
ト
と
呼
応
す
る
結
果
で
あ
る
。
 

次
に
、
「何
を
し

て
い
る
で
す
か
？
・
」
を普
段

の
言
葉
づ
か

い

に
直
し
て
下
さ
い
、
と
い
う
質
問
を
行
っ
た
。
 

ま
ず
、
関
西
方
言
話
者

男
性
三
一
名
の
中

で
、
「
テ
ル
」
と
回

答
し
た
者
は
二
十
九
名
、
「
ト
ル
」
と
回
答
し

た
者
二
名
、
「
ョ

ル
」
と
回
答
し
た
者
は
〇
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
ト
ル
」
と
回
答

し
た
者
二
名
は
、
先
の
「
雨
が
降
っ

て
い
る
。」
 に
つ
い
て
も
、
 

「
ト
ル
」
と
回
答
し
た
京
都
市
出
身
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
疑
問

文
の
形
式
に
な
る
と
、
「
テ
ル」
 に
な
る
と
い
う
者
が

い
る
こ
と

が
、
こ
こ
か
ら
は
わ
か
る
の
で
あ
る
。
又
、
関
西
方
言
話
者
女
性

六
三
名
の
中

で
、
六
三
名
総

て
が
、
「
テ
ル
」
と
回
答
し

た
。
従

っ
て
、
関
西
方
言
話
者
の

若
年
層
で
は
、
疑
問
文
に
な
る
と
、
 

「
ト
ル
」
よ
り
も
「
テ
ル
」
の
方
が
、
使
用
さ
れ
る
場
合
が
多
い

こ
と
が
わ
か
る
。
 

一
方
、
非
関
西
方
言
話
者
男
性
二
名
は
、
二
名
と
も
「
テ
ル
」
 

を
使
用
す
る
と
回
答
し
た
。
又
、
非
関
西
方
言
話
者
女
性
一
〇
名

の
中
で
、
「
テ
ル」
と
回
答
し
た
者
は
七
名
、
「
ト
ル
」
と
回
答
し

た
者
は
三
名
、
「
ョ
ル」
と
回
答
し
た
者
は
〇
名
で
あ
っ
た
。
こ

の
「
ト
ル
」
と
回
答
し
た
者
は
、
先
の
「
雨
が
降
っ

て
い
る
。」
 

に
つ
い
て
も
、
「
ト
ル
」
と
回
答
し
た
広
島
市
、
島
根
県
松
江
市
、
 

鳥
取
県
米
子
市
出
身
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
関
西
方
昌
1
ロ
話
者
と
同
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様
に
、
や
は
り
、
疑
問
文
に
な
る
と
、
「
ト
ル
」
よ
り
も
「
テ
ル
」
 

の
方
が
、
使
用
さ
れ
る
場
合
が
多

い
こ
と
が
わ
か
る
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
疑
問
文
の
場
合
、
「
テ
ル
」
は
 
「
ト
ル
」
 

よ
り
も
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
は
、
先
の
関
西
ロ
ー
カ
ル
の
T
V
番
組
の
傾
向
と
も
矛
盾
し
な

い
の
で
あ
る
。
 

更
に
、
「
コイ
ツ
、
こ
ん
な
こ
と
し
て
る
。」
・
「
コイ
ツ
、
こ
ん

な
こ
と
し
と
る
。」
・
「
コイ
ツ
、
こ
ん
な
こ
と
し
よ
る
。」
と
い
う

表
現
に

つ
い
て
、
普
段
、
使
用
す
る
か
否
か
、
ど
の
よ
う
に
使
い

分
け
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
質
問
し
た
。
そ
の
結
果
を
ま
と

め
た
も
の
が
、
次
に
示
す
（
表
3
）
で
あ
る
。
 

ま
ず
、
関
西
方
言
話
者
男
性
三
一
名
の
中
で
、
「
テ
ル
」
・
「
ト

ル
」
・
「ョ
ル
」
 の
総
て
を
使
用
す
る
と
回
答
し
た
者
は

一
二
名
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
使
い
分
け
に
関
し
て
は
、
「
ト
ル
」
 

は
、
「
少
し
腹
が
立
っ
た
時
に
使
用
す
る
。」
（
大
阪
府
東
大
阪市
出

身
）
、
「
友人
と
話
を
す
る
時
に
使
用
す
る
。
」
（
京
都
市
出
身・
滋賀

県
大
津
市
出
身
）
、「
ョ
ル
」
 は
、
「
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
し

て
い
る
時
に
使
用
す
る
。」
（
京都
市
出
身
三
名
）
等
の
回
答
が
あ

っ
た
。
又
、
「
テ
ル
」
・
「
トル
」
を
使
用
す
る
と
回
答
し
た
者
は

八
名
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
使
い
分
け
に
関
し
て
は
、
 

「
「テ
ル
」
 が
目
上
の
人

に
 「
ト
ル
」
が
友
人
に
対
し
て
使
用
す
  

（
表
3)
 

る
。」

（京
都
市
出
身
）
、「
「
テ
ル
」
 
が
少
し
や
さ
し
め
で
「
ト
ル
」
 

が
少
し
こ
わ
め
。」
（
京都
市
出
身
）
、
「
ト
ル
」
は
、
「
強調
す
る
時

に
使
用
す

る
。」
（
京
都市
出
身
）
、「
ト
ル
」
・
「
ョ
ル」
 に
つ
い
て

は
、
「女
の
子
に
使
っ
て
欲
し
く
な
い
。
」
（京
都
市
出
身
）等
の
回

答
が
あ
っ
た
。
更
に
、
「
テ
ル
」
・
「
ョ
ル」
を
使
用
す
る
と
回
答

し
た
者
は
一
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
、
「
ョ
ル」
 

は
、
「
し
や
べ
る
ネ
タ
が
な
い
時
に
、
何
か
を
話
し
出
そ
う
と
し

て
、
強
調
し
て
使
用
す
る
。」
（
滋賀
県
大
津
市
出
身
）
と
い
っ
た
回
 

x x x 0 x 0 0 0 
I 

プ 
1レ 
1 

x x 0 x 0 x 0 0 
I 

ト 
Jレ 
L ー 

x 0 × x 0 0 x 0 
1 

ョ 
Jレ 
I 

0 0 4 5 1 1 8 12 
畳 

関 
西 
方 
口 

話 
者 

0 0 0 23 0 2 19 19 雀 

0 0 0 1 0 1 0 0 
畳 

非 
関 
西 
方 
= 
口 

話 
者 

0 0 3 4 1 0 1 1 在 



答
が
あ
っ
た
。
又
、
「
ト
ル
」
・
「
ョ
ル」
を
使
用
す
る
と
回
答
し

た
者
も
一
名
で
あ
っ
た
が
、
「
テ
ル
」
を
使
用
し
な
い
理
由
は
、
 

「
関西
人
だ
か
ら
。
」
と
、
「
ト
ル
」
と
 
「
ョ
ル」
 の
使
い
分
け
に

つ
い
て
は
、
「
「
ト
ル
」
は
自
分
に
関
係
な
く
相
手
が
何
か
行
動
す

る
時
、
「
ョ
ル
」
は
自
分
に
対
し
て
相
手
が
何
か
行
動
す
る
時
に

使
用
す
る
。」
（京
都
市
出
身
）
と
い
っ
た
回
答
が
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
「
テ
ル
」
の
み
を
使
用
す
る
と
回
答
し

た
者
が

五
名
、
「
ト

ル
」
 の
み
を
使
用
す
る
と
回
答
し
た
者
が
四
名
、
「
ョ
ル
」
の
み

を
使
用
す
る
と
回
答
し
た
者
が
〇
名
で
あ
っ
た
が
、
「
ト
ル
」
の

み
を
使
用
す
る
と
回
答
し
た
者
は
、
総
て
、
京
都
市
出
身
者
で
あ

っ
た
。
こ
の

「
ト
ル
」
の
み
を
使
用
す
る
と
回
答
し
た
四
名
の
中

で
、
先
の
 「
雨
が降
っ
て
い
る
。」
 の
質
間
で
、
「
ト
ル
」
と
回
答

し
た
者
は

一
名
で
あ
り
、
他
の
三
名
は
、
恐
ら
く
、
「
コ
イ
ツ
、
 

こ
ん
な
こ
と
し
と
る
。」
 の
 「
コ
イ
ツ
」
 や
 
「
こ
ん
な
こ
と
」
と

い
う
語
葉
に
引
か
れ
て
の
回
答
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
「
テ
ル
」
・
「
トル
」
・
「
ョ
ル」
の
使
い
分
け
に
関
し
て
、
 

ア
ス
ベ
ク
ト
に
関
す
る
も
の
、
フ
ォ
ー
マ
ル

・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

に
関
す
る
回
答
は
、
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
 

次
に
、
関
西
方
言
話
者
女
性

六
三
名
の
中
で
、

「
テ
ル
」
・
「
ト

ル
」
・
「
ョ
ル」
の
総
て
を
使
用
す
る
と
回
答
し
た
者
は

一
九
名
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
使
い
分
け
に
関
し
て
は
、
「
ト
ル
」
 
 

は
、
「
わ
ざ
と
荒
っ

ぽ
く
mlロう
時
に
使
用
す
る
。」
（
京
都
府
亀
岡

市
・
八
幡
市
‘
京
都
市
出
身
）
、
「
怒
っ
た
時
に
使
用
す
る
。」
（
京都

市
出
身
）
、「友
人
に
対
し
て
使
用
す
る
。」
（
京都
市
二
名
・
奈
良
市

出
身
）
、「
目
下
の
人
に
対
し

て
使
用
す
る
。」
（
滋賀
県
大
津
市
出

身
）
、
「
ョ
ル
」
は
、
「
余計
な
こ
と
し
や
が
っ
て
と
い
う
時
に
使

用
す
る
。」
（大
阪
府
高
槻
市
出
身
・
寝
屋
川
市
出
身
）
、
「
「
テ
ル」
‘
 

「
ト
ル
」
・
「
ョ
ル」
と
な
る
に
従
っ
て
、
キ
ッ
い
印
象
に
な
る
。」
 

（
京都
市
出
身
）
と
い
っ

た
回
答
が

あ
っ

た
。
そ
の
一

方
で
、
 

「
「
トル
」
 は
今
し
て
い
る
こ
と
で
 
「
ョ
ル
」
 は
そ
の
少
し
前
を

表
す
。」
（
滋賀
県
高
島
郡
出
身
）
、
「
「
トル
」
 は
今
し
て
い
る
こ
と

で
 「
ョ
ル
」
は
こ
れ
か
ら
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
表
す
。
」
（
滋賀

県
高
島
郡
出
身
）
と
い
っ
た
ア
ス
ペ
ク
ト
に
関
す
る
使
い
分
け

の

回
答
が
あ
っ
た
。
ア
ス
ペ
ク
ト
の
使
い
分
け
の
表
現
の
仕
方
は
、
 

個
人
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
が
、
西
部
方
m
lロの
ア
ス
ペ
ク
ト
と
同
じ

状
態
を
表
し
て
い
る
。
又
、
こ
の
二
名
の
出
身
地
と
同
じ
関
西
方

言
話
者
男
性
が
、
今
回
の
調
査
で
は

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
 

滋
賀
県
の
湖
西
地
方
で
は
、
関
西
中
心
部
よ
り
も
、
ア
ス
ペ
ク
ト

に
関
す
る
使
い
分
け
が
行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

更
に
、
「
テ
ル
」
・
「
ト

ル
」
を
使
用
す
る
と
回
答
し
た
者
は

一

九
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
使
い
分
け
に

つ
い
て
、
「
テ
ル」
は
、
「
や

わ
ら
か
い
感
じ
が
す
る
。」
（
京都
市
出
身
）
、
「
ト
ル
」
は
、
「
友
人
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に
対
し

て
使
用
す
る
。」
（京
都
市
出
身
三
名
・
大
阪
府
寝
屋
川
市
出

身
）
、
「家
族
に
対
し

て
使
用
す
る
。」
（京
都
市
出
身
）
、「
少
し
郷

撒
す
る
時
に
使
用
す
る
。」
（
京都
市
出
身
）
、「
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
に

言
う
時
に
使
用
す
る
。
」
（
京
都
市
出身
）
、「
笑
い
を
と
る
時
に
使

用
す
る
。」
（大
阪
市
枚
方
市
出
身
）
、
「
ョ
ル
」
 は
、
「
女
の
子
と
は

使
わ
な
い
。
」
（
京
都市
出
身
）
と
い
っ
た
回
答
が
あ
っ
た
。
又
、
 

「
テ
ル
」・
「ョ
ル
」
を
使
用
す
る
と
回
答
し
た
者
は
二
名
で
あ
っ

た
。
こ
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
、
二
名
と
も
、
「
ョ
ル
」
は
、
「相

手
を
見
下
し

て
い
る
よ
う
な
時

に
使
用
す
る
。」
（
京
都
市出
身
一
一

名
）
と
い
っ
た
回
答
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
テ
ル
」
 の
み
を
使

用
す
る
と
回
答
し
た
者
は
二
三
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
 「
ト
ル
」
・
 

「
ョ
ル
」
を
使
用
し
な
い
理
由
は
、
「
コ
テ
コ
テ
の
関
西
弁
だ
か

ら
。」
（滋
賀
県
草
津
市
出
身
）
、「乱
暴
な
言
葉
づ
か
い
だ
か
ら
。
」
 

（
京都
府
亀
岡
市
出
身
）
と
い
っ
た
回
答
が
あ
っ
た
。
 

こ
れ
ら
の
関
西
方
言
話
者
の
 
「
テ
ル
」
・
「
トル
」
・
「
ョ
ル」
の

調
査
か
ら
は
、
「
ト
ル
」
・
「
ョ
ル
」
に

つ
い
て
は
、
滋
賀
県
湖
西

地
方
の
一
部
で
ア
ス
ペ
ク
ト
に
よ
る
使
い
分
け
が
あ
る
も
の
の
、
 

基
本
的
に
は
、
言
語
使
用
者
の
意
識
に
お
い
て
は
、
待
遇
表
現
に

よ
る
使
い
分
け
が
行
わ
れ
て
お
り
、
フ
ォ
ー
マ
ル

・
イ
ン
フ
ォ
ー
 

マ
ル
の
使
い
分
け
は
行
わ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
 

一
方
、
非
関
西
方
言
話
者
男
性
二
名
の
中

で
、
「
テ
ル
」
の
み
  

を
使
用
す
る
と
回
答
し
た
者
が

一
名
、
「
テ
ル
」
・
「
ョ
ル」
を
使

用
す
る
と
回
答
し
た
者
が

一
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
 
「
テ
ル
」
 の
み

を
使
用
す
る
理
由
に

つ
い
て
は
、
「
関
西
人
で
は
な
い
か
ら
。
」
 

（
北
海道
旭
川
市
出
身
）
と
い
っ

た
回
答
が

あ
っ
た
。
 又
、
「
テ

ル
」
・
「
ョ
ル
」
 の
使
い
分
け
は
、
「
ョ
ル」
は
、
「
ヤ
バ
い
と
き
に

使
用
す
る
。」
（
岡山
市
出
身
）
と
い
っ
た
回
答
が
あ
っ
た
。
こ
の

回
答
者
は
、
先
の
 
「
雨
が
降
っ

て
い
る
。」
 や
 
「
何
を
し
て
い
る

の
で
す
か
？
」
 に
つ
い
て
の
質
問
で
も
、
「
テ
ル
」
を
使
用
す
る

傾
向
が
あ
り
、
中
国
地
方
の
ア
ス
ベ
ク
ト
の
使
い
分
け
を
、
あ
ま

り
行
わ
な
い
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

更
に
、
非
関
西

方
言
話
者
女
性

一
〇
名
の
中
で
、

「
テ
ル
」
・
 

「
ト
ル
」
・
「
ョ
ル
」
を
使
用
す
る
と
回
答
し
た
者
は
一
名
で
、
「
テ

ル
」
を
使
用
す
る
理
由
と
し
て
、
「
京
都
に
い
る
時
に
は
共
通
語

を
使
用
す
る
よ
う
に
し

て
い
る
。」
（広
島
市
出
身
）
と
い
っ
た
回

答
が
あ
っ
た
。
又
、
「
テ
ル
」・
「
トル
」
を
使
用
す
る
と
回
答
し

た
者
は

一
名
で
、
新
潟
県
小
千
谷
市
出
身
で
、
「
ト
ル
」
は
、
「
友

人
に
対
し
て
使
用
す
る
。」
と
い
っ
た
回
答
が
あ
っ
た
。
尚
、
「
ト

ル
」
・
「ョ
ル
」
を
使
用
す
る
と
回
答
し
た
者
も
一
名
で
、
広
島
市

の
出
身
者
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
テ
ル
」
 の
み
を
使
用
す
る
と

回
答
し
た
者
は
四
名
で
あ
っ
た
。
「
ト
ル
」
・
「
ョ
ル
」
を
使
用
し

な
い
理
由
と
し
て
は
、
「関
西
人
で
は
な
い
か
ら
。」
（
北
海
道
札
幌
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市
出
身
）
、「
荒
っ
ぽ
い
か
ら
。」
（広
島
市
出
身
・
静
岡
県
掛
川
市
出

身
）
と
い
っ
た
回
答
が
あ
っ
た
。
又
、
「
ト
ル
」
 の
み
を
使
用
す

る
と
回
答
し
た
者
は
三
名
で
、
先
の
 
「
雨
が
降
っ
て
い
る
。」
 に

つ
い
て
の
質
問
で
、
「
ト
ル
」
と
回
答
し
た
島
根
県
松
江
市
出
身
、
 

鳥
取
県
米
子
市
出
身
、
福
岡
市
出
身
の
三
名
で
あ
っ
た
。
 

こ
れ
ら
の
非
関
西
方
言
話
者
の
 
「
テ
ル
」
・
「
トル
」
・
「
ョ
ル
」
 

の
調
査
か
ら
、
西
部
方
言
話
者
は
ア
ス
ペ
ク
ト
の
使
い
分
け
を
残

し
て
い
る
も
の

の
、
東
部
方
言
話
者
に

と
っ

て
は
、
「
ト
ル
」
・
 

「
ョ
ル
」
は
、
軽
卑
語
、
も
し
く
は
、
「関
西
方
言
ら
し
い
」
印
象

を
与
え
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
 

最
後
に
 
「
（
何
を
言
って
い
る
の
で
す
か
？
）
シ
バ
い
た
ろ
か
、
コ

イ
ツ
ー
」
と
い
う
表
現
に
対
し
て
、
「何
を
言
っ

て
い
る
の
で
す

か
？
」
 の
部
分
を
、
「
シ
バ
い
た
ろ
か
、
コ
イ
ツ
ー
」
 が
後
に
続

い
た
場
合
に
自
然
に
聞
こ
え
る
よ
う
な
表
現
に
言
い
換
え
て
下
さ

い
、
と
い
う
質
問
を
行
っ
た
。
尚
、
「
シ
バ
く
」
に
関
し
て
は
、
 

自
分
自
身
の
方
言
に
直
し
て
考
え
て
、
回
答
を
し
て
も
ら
っ
た
。
 

ま
ず
、
関
西
方
言
話
者
男
性
三
一
名
の
中

で
、
「
テ
ル
」
を
使

用
し
た
者
は
一
一
名
、
「
ト
ル
」
を
使
用
し
た
者
は

一
七
名
、
「
ョ

ル
」
を
使
用
し
た
者
は
〇
名
あ
っ
た
。
又
、
「
何
？
」
等
の
よ
う

に
、
「
テ
ル
」
・
「
ト
ル
」
・
「
ョ
ル」
を
使
用
し
な
い
、
そ
の
他
の

回
答
を
し
た
者
は
、
三
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
 
「
ト
ル
」
を
使
用
し
  

た

一
七
名
の
中
で
、

先
の
「
雨
が
降
っ
て
い
る
。」
・
「何
を
し

て

い
る
の
で
す
か
？
」
 の
質
問
に
対
し
て
、
「
テ
ル
」
を
使
用
し
て

い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
「
ト
ル
」
を
使
用
し
て
い
る
者
は
、
 一
一
一

名
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
関
西
方
言
話
者
女
性
六
三
名
の
中
で
、
 

「
テ
ル」
を
使
用
し
た
者
は
四
四
名
、
「
ト
ル
」
を
使
用
し
た
者

は

一
七
名
、
「
ョ
ル
」
を
使
用
し
た
者
は
〇
名
、
そ
の
他
の
回
答

を
し
た
者
は
二
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
 「
ト
ル
」
を
使
用
し
た

一
七

名
の
中
で
、

や
は
り
、
先
の
質
問
に
対
し

て
、
「
テ
ル
」
を
使
用

し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

「
ト
ル
」
を
使
用
し
て
い
る
者
は
、
 

一
七
名
で
あ
っ
た
。
 

一
方
、
非
関
西
方
m
lロ話
者
男
性
二
名
（
北
海
道
旭
川
市
出
身
・
岡

山
市
出
身
）
は
、
二
名
と
も
、
「
テ
ル」
を
使
用
し
て
い
た
。
こ
の

岡
山
市
出
身

者
は
、
先
に
も
考
察
し

た
よ
う
に
、

こ
こ
で
も
、
 

「
テ
ル」
を
使
用
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
又
、
非
関
西
方
言
話

者
女
性

一
〇
名
の
中
で
、
「
テ
ル」
を
使
用
し
た
者
は
四
名
、
「
ト

ル
」
を
使
用
し
た
者
は
四
名
、
「
ョ
ル」
を
使
用
し
た
者
は
〇
名
、
 

そ
の
他
の
解
答
を
し
た
者
は
二
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
 「
テ
ル
」
を

使
用
し
た
四
名
は
、
北
海
道
札
幌
市
出
身
、
新
潟
県
小
千
谷
市
出

身
、
静
岡
県
掛
川
市
出
身
、
愛
知
県
岡
崎
市
出
身
、
と
総
て
、
東

部
方
m
l『
話
者
であ
っ
た
。
更
に

「
ト
ル
」
を
使
用
し
た
四
名
は
、
 

島
根
県
松
江
市
出
身
、
広
島
市
出
身
三
名
、
と
総
て
、
西
部
方
言
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話
者
で
あ
っ

た
。
こ
の
四
名
の
中
で
、

先
の

「
雨
が
降
っ
て
い

る
。」
・
「何
を
し
て
い
る
の
で
す
か
？
・
」
と
いう
質
問
に
対
し
て
、
 

「
テ
ル
」
を
使
用
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
「
ト
ル
」
を
使
用

し
て
い
る
者
は

一
名
（
広
島
市
出
身
）
だ
け
で
、
そ
の
使
用
に

つ

い
て
も
、
「
あま
り
使
わ
な

い
。」
と
い
っ
た
回
答
で
あ
っ
た
。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
関
西
方
言
話
者
の
若
年
層
は
、
平
叙
文

や
疑
問
文
と
は
異

な
り
、
「
シ
バ
い
た
ろ
か
、
コ
イ
ツ
ー
」
 が
後

に
続
く
よ
う
な
怒
り
の
感
情
を
表

す
感
動
文
の
場
合
に
は
、
「
テ

ル
」
よ
り
も
「
ト
ル
」
を
使
用
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
ト
ル
」
の
使
用
に
関
し
て
は
、
関

西
方
m
lロ話
者
男
性

の
場
合
、
「
関西
人
だ
か
ら

使
用
す
る
。
」
（京

都
市
出
身
二
名
）
と
の
回
答
が
あ
る
一
方
で
、
「
下
品
だ
か
ら
あ
ま

り
使
わ
な
い
。
」
（
京都
市
出
身
）
、「
ケ
ン
カ
腰
な
の
で
あ
ま
り
使

わ
な
い
。
」
（京
都
市
出
身
）
と
い
っ
た
回
答
が
あ
っ
た
。
 そ
し
て
、
 

そ
の
使
用
す
る
場
合
に
関
し
て
も
、
「
冗談
で
し
か
使
わ
な

い
。」
 

（京
都
市
出
身
）
、「
腹
の
立
つ
時
し
か
使
わ
な
い
。
」
（
京
都
府
城
陽

市
出
身
・
京都
市
出
身
）
と
、
か
な
り
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
又
、
関
西
方
言
話
者
女
性
の
場
合
、

「
友
人
に
対
し
て
使
用

す
る
。
」
（
京都
市
出
身
二
名
）
、「
腹
が立
つ
時
に
使
用
す
る
。
」
（
京

都
市
出
身
二
名
）
と
い
っ
た
回
答
が
あ
る
一
方
で
、
「
自
分
自
身
は

使
用
し
な
い
。
」
と
回
答
し
た
者
が
九
名
（
大
阪
府
門
真
市
出
身
、
 
 

寝
屋
川
市
出
身
・
枚
方市
出
身
・
守
口
市
出
身
・
京
都市
出
身
二
名
・
滋

賀
県
甲
賀
郡
出
身
・
兵庫
県
神
戸
市
出
身
・
和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
出
身
）
 

と
、
や
は
り
、
使
用
は
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。
更
に
、
非
関
西
方
言
話
者
女
性
の
回
答
で

も
、
「あ
ま
り
使

わ
な
い
。
」
（広
島
市
出
身
ニ
名
）
、
「
こ
わ
い
感
じ

が
す
る
の
で

使

用
し
な
い
。
」
（広
島
市
出
身
）
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
、
こ
こ
で

も
、
そ
の
使
用
は
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
回
答
を
見
る
限
り
、
フ
ォ
ー
 

マ
ル
・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
の
使
い
分
け
を
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
 

以
上
、
「
テ
ル
」
・
「
トル
」
・
「
ョ
ル」
 の
用
法
に
つ
い
て
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
分
析
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
 

一
・
関
西
方
言
話
者
の
若
年
層
で
は
、
京
都
市
出
身
者

の
一

部
を
除
い
て
、
平
叙
文
で
は
、
基
本
的
に
は
、
「
テ
ル
」
 

を
使
用
す
る
。
 

二

・
関
西
方
m
lロ話
者
や
非
関
西
方
言
話
者
の
別
に
関
係
無
く
、
 

若
年
層
で
は
、
疑
問
文
で
は
、
平
叙
文
よ
り
も
、
「
ト

ル
」
よ
り
「
テ
ル
」
を
使
用
す
る
傾
向
が
あ
る
。
 

m
 



三
・
関
西
方
言
話
者
の
若
年
層
の
 
「
テ
ル」
・
「
ト
ル
」
・「
ョ

ル
」
 の
使
い
分
け

の
意
識
は
、
滋
賀
県
湖
西
地
方
出
身

者
に
ア
ス
ペ
ク
ト
の
使
い
分
け
が
あ
る
も
の
の
、
基
本

的
に
は
待
遇
表
現
に
関
す
る
使
い
分
け
で
、
フ
ォ
ー
マ

ル

・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
の
使
い
分
け
は
見
ら
れ
な
い
。
 

四
・
感
動
文

の
場
合
、
関
西
方
言
話
者

の
若
年
層
は
、
「
ト

ル
」
が
使
用
さ
れ
る
と
い
う
意
識
が
あ
る
も
の
の
、
実

際
の
自
身
の
運
用
で
は
、
限
定
的
で
、
特
に
、
女
性
の

場
合
、
抵
抗
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
非

関
西
方
言
話
者
の
若
年
層
の
場
合
、
東
部
方
言
話
者
は
 

「
テ
ル」
を
使
用
し
、
西
部
方
言
話
者
は
関
西
方
言
話

者
と
同
じ
く
、
「
ト
ル
」
 が
使
用
さ
れ
る
と
い
う
意
識

が
あ
る
も
の
の
、
実
際
の
自
身
の
運
用
で
は
、
限
定
的

で
、
や
は
り
、
女
性
の
場
合
、
抵
抗
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
 

四
 
ま
 
と
 
め

 

以
上
、
関
西
方
言
に
お
け
る
 
「
ト
ル
」
・
「
ョ
ル」
 の
ア
ス
ペ
ク

ト
以
外

の
表
現
に

つ
い
て
、
考
察
を
し

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
 

「
テ
ル
」
・
「
トル
」
・
「
ョ
ル」
 の
使
い
分
け
の
意
識
に
関
し
て
は
、
 

待
遇
表
現

の
使
い
分
け
と
フ
ォ
ー
マ
ル

・
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
の
場
  

の
使
い
分
け
の
境
界
線
が
暖
昧
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し

て
、
た
と
え
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
場
で
あ
っ
て
も
、
感
情
が
高
ぶ
っ

て
く
る
と
、
軽
卑
の
感
情
を
表
す
待
遇
表
現
が
優
先
さ
れ
て
し
ま

う
場
合
が
多
く
な
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
 

冒
頭
に
挙
げ
た
、
磯
村
大
阪
市
長

の
発
言
の
 
「
テ
ル
」
が
 
「
ト

ル
」
に
な
っ
て
し
ま
う
例
も
、
見
出
し
で
は
、
怒
り
の
感
情
を
イ

ン
パ
ク
ト
を
持
た
せ
て
表
現
す
る
必
要
が
あ
っ
た
為
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
女
性
の
場
合
は
、
関
西
方
言
話
者

で
あ
ろ
う
と
、
西
部
方
言
話
者
で
あ
ろ
う
と
、
怒
り
の
感
情
を
表

す
為
に
、
「
ト
ル
」
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
抵
抗
を
感
じ

て
し
ま

う
傾
向
が
あ
る
の
で
、
仮
に
太
田
知
事
が
同
じ
発
言
を
し
た
と
し

て
も
、
「
テ
ル
」
 が

「
ト
ル
」
と
表
現
さ
れ

る
可
能
性
は
、

か
な

り
低
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
 

尚
、
柳
田

（
一
九
九
〇
）
で
指
摘
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
、
通
時

的
な
軽
卑
の
待
遇
表
現
の
成
立
と
東
西
方
言

の
対
立
の
問
題
、
沖
 

（
一
九
九
一
・
一
九
九
六
二
一
〇
〇
〇等
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
「
気
づ
か
れ
に
く
い
方
言
」
と
ア

ス
ペ
ク
ト
形
式
の
東
西
差

の
問
題
等
と
関
連
し
て
、
足
立
（
一
九
九
六
）
で
触
れ
た
生

成
文

法
で
上
手
く
分
析
で
き
る
日
本
語
は
、
翻
訳
語
の
影
響
の
下
に
、
 

そ
の
用
法
を
拡
張
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
が
多
い
と
い
う
問
題
に

つ

い
て
は
、
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
と
思
う
。
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《
調
査
し
た

T
V
番
組
》
（
括
弧
数
字
は
本
文
中
の
引
用
番
号
）
 

一
・
桂
ざ
こ
ば
 

『
た
か
じ
ん
胸
い
っ
ぱ

い
」
 

二
〇
〇
〇
年
七
月
八
日
放
送
田
・
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
五

 

日
放
送
②
・
二
〇
〇
〇
年
七
月
二
二
日
放
送
⑧

・
二
〇
〇

 

〇
年
七
月
二
九
日
放
送
囲
 

『痛
快
ー
・
ェ
ブリ
デ
ィ
』
 

二
〇
〇
〇
年
七
月
三
日
放
送
⑤
・
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
〇

 

日
放
送
⑥
・
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
七
日
放
送
⑦

・
二
〇
〇

 

〇
年
七
月
二
四
日
放
送
⑧

・
二
〇
〇
〇
年
七
月
三
一
日
放

 

送
⑨

 

二

・
や
し
き
た
か
じ
ん
 

『
た
か
じ
ん
O
N
EM
A
N』
 

二
〇
〇
〇
年
七
月
五
日
放
送

m
・
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
一
一

 

日
放
送
②
・
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
九
日
放
送
⑧

・
二
〇
〇

 

〇
年
七
月
二
六
日
放
送
④
 

『
た
か
じ
ん
胸
い
っ
ぱ

い
』
 

二
〇
〇
〇
年
七
月
八
日
放
送
⑤
・
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
五

 

日
放
送
⑥
・
二
〇
〇
〇
年
七
月
二
二
日
放
送
⑦

・
二
〇
〇

 

〇
年
七
月
ニ
九
日
放
送
⑧

 

三
・
桂
南
光
  

『あ
さ
パ
ラ
ー
』
 

二
〇
〇
〇
年
七
月
一
五
日
放
送

m
 

『痛
快
ー
・
ェ
ブリ
デ
ィ
』
 

二
〇
〇
〇
年
七
月
三
日
放
送
②
・
二
〇
〇
〇
年
七
月
六
日

 

放
送
⑧
・
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
〇
日
放
送
④

・
二
〇
〇
〇

 

年
七
月
一
三
日
放
送
⑤

・
ニ
〇
〇
〇
年
七
月
一
七
日
放
送

 

⑥
・
二
〇
〇
〇
年
七
月
二
〇
日
放
送
⑦
・
ニ
〇
〇
〇
年
七

 

月
二
四
日
放
送
⑧
・
二
〇
〇
〇
年
七
月
二
七
日
放
送
⑨

・

 

二
〇
〇
〇
年
七
月
三
一
日
放
送
⑩

 

四
・
島
田
紳
助
 

『ク
イ
ズ
ー
紳
助
く
ん
」
 

二
〇
〇
〇
年
七
月
三
一
日
放
送

m
 

『紳
助
の
人
間

マ
ン
ダ
ラ
』
 

二
〇
〇
〇
年
七
月
一
六
日
放
送
②

・
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
一

 

三
日
放
送
⑧
・
ニ
〇
〇
〇
年
七
月
三
〇
日
放
送
④

 

五
・
松
本
人
志
 

『
ダウ
ン
タ
ウ
ン
の
ガ
キ
の
使
い
や
あ
ら
へ
ん

で
貝
」
 

二
〇
〇
〇
年
七
月
八
日
放
送

m
・
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
五

 

日
放
送
②
・
二
〇
〇
〇
年
七
月
二
二
日
放
送
⑧
・
ニ
〇
〇

 

〇
年
七
月
二
九
日
放
送
④
 

『
H
E
Y
ー
・H
E
Y
ー
・H
E
Y
ー
・
』
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二
〇
〇
〇
年
七
月
三
日
放
送
⑤
・
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
〇

 

日
放
送
⑥

・
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
七
日
放
送
⑦
・
二
〇
〇

 

〇
年
七
月
二
四
日
放
送
⑧
・
二
〇
〇
〇
年
七
月
三
一
日
放

 

送
⑨

 

六

・
浜
田
雅
功
 

『
ダウ
ン
タ
ウ
ン
の
ガ
キ
の
使
い
や
あ
ら

へ
ん
で
”
に

 

二
〇
〇
〇
年
七
月
八
日
放
送

m
・
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
五

 

日
放
送
②

・
二
〇
〇
〇
年
七
月
二
二
日
放
送
⑧

・
二
〇
〇

 

〇
年
七
月
二
九
日
放
送
囲
 

『
H
E
Yー
‘H
E
Y
~
H
EY
ー
」
 

二
〇
〇
〇
年
七
月
三
日
放
送
⑤
・
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
〇

 

日
放
送
⑥

・
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
七
日
放
送
⑦
・
二
〇
〇

 

〇
年
七
月
二
四
日
放
送
⑧
・
二
〇
〇
〇
年
七
月
三
一
日
放

 

送
⑨

 

七
・

ハ
イ
ヒ
ー
ル

・
リ
ン
ゴ
 

『あ
さ
パ
ラ
ー
』
 

二
〇
〇
〇
年
七
月
八
日
放
送
田
・
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
五

 

日
放
送
②

・
二
〇
〇
〇
年
七
月
二
二
日
放
送
⑧
・
ニ
〇
〇

 

〇
年
七
月
二
九
日
放
送
囲
 

『痛
快
ー
ェ
ブ
リ
デ
ィ
」
 

二
〇
〇
〇
年
七
月
二
七
日
⑤
  

八
・
ハ
イ
ヒ
ー
ル

・
モ
モ
コ
 

『あ
さ
パ
ラ
ー
」
 

二
〇
〇
〇
年
七
月
八
日
放
送

m
・
二
〇
〇
〇
年
七
月
一
五

 

日
放
送
②

・
ニ
〇
〇
〇
年
七
月
二
二
日
放
送
⑧
・
二
〇
〇

 

〇
年
七
月
二
九
日
放
送
④
 

『紳
助
の
人
間
マ
ン
ダ
ラ
」
 

二
〇
〇
〇
年
七
月
一
六
日
放
送
⑤
 

〈
注〉
 

①
 
関
西
方
言
の
定
義
は
、
関
西
各
地
域
の
差
異
を
認
識
し
た
上
で
、
 

そ
れ
を
包
括
す
る
も
の
と
し
て
使
用
す
る
。
 

②
 
新
聞
記
事
の
本
文
で
は
、
 

中
身
が
た
る
ん
で
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
 

と
な
っ
て
い
る
。
 

③
 
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
広
報
室
に
よ
る
と
、
見
出
し
の
文
体
に
関
す

 

る
規
範
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
者
が
、
イ
ン
パ
ク
ト
を
持
っ
て
受

 

け
取
ら
れ
る
よ
う
に
記
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
 

④
 
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
に
関
し
て
は
、
関
西
ロ
ー
カ
ル
の
T
V
番
組
が
存

 

在
し
な
い
の
で
、
全
国
ネ
ッ

ト
の
T
V
番
組

の
中
で
、
二
人
の
フ

 

リ
ー
ト
ー
ク
を
中
心
と
し
た
も
の
を
選
ん
だ
。
 

⑤
 
上
沼
恵
美
子
は
、
 一
九
五
五
年
生
・
兵
庫
県
南
淡
町
出
身
の
為
、
 

調
査
は
行
っ
た
が
、
（
表）
の
中
に
は
入
れ
な
か
っ
た
。
 

⑥
 

一
九
五
九
年
生

・
大
阪
市
出
身
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〇
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に
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〉
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岸
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介
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落
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〇
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ス
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ク
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鈴
木
泰
（
一
九
九
九
）
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改
訂
版
 
古
代
日
本
語
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詞
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ン

ス
・
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物
語
の
分
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柳
田
征
司
（
一
九
九
〇
）
「
近代
語
の
進
行
態

・
既
然
態
表
現
」
『
近
代

語
研
究
」
第
八
集
 

〈付
記
）
 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
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し
て
い
た
だ
い
た
「
言
語
学
」
 の
受
講
生
の

 

方
々
に
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、
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お
礼
申
し
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ま
す
。
 

（大
谷
大
学
非
常
勤
講
師
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